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Ⅰ．はじめに 
平成 29 年３月公示の学習指導要領生活
科の教科目標は，「具体的な活動や体験を
通して，身近な生活に関わる見方・考え方
を生かし，自立し生活を豊かにしていく」
ことであり，内容(6) 「自然や物を使った
遊び」では，身近にある自然を利用したり，
身近にある物を使ったりなどして，遊び自
体を工夫したり，遊びに使う物を工夫して
作ったりなどして遊ぶ活動を通して，遊び
の面白さや自然の不思議さに気付くとと
もに，みんなと楽しみながら遊びを創り出
そうとすることを目指している。 
生活科で重視される「気付き」とは，低
学年理科では，児童の自発活動によって，
実際のものについて観察したり考えたり
などして，みずから納得することとされて
いた（文部省，1958：第１学年 指導上の
留意事項 第２学年以降も同様）。一方，
平成 20 年改訂小学校学習指導要領生活科
における「気付き」とは，「対象に対する
一人一人の認識」であり，「児童の主体的
な活動によって生まれるもの」である。ま
た，「知的な側面だけでなく情意的な側面
も含まれ」，「次の自発的な活動を誘発する
ものとなる」とされている。気付きの質を
高めることで，次の活動や体験の一層の充
実につなげていくことを目指している１）。 
本研究では，平成元年に始まった生活科
及びそれ以前の小学校第１，２学年理科に
おける「おもちゃ作り」に関連する領域の
内容の変遷を調査すると共に，平成 20 年
改訂学習指導要領に基づいた平成 23 年度
版と平成 27 年度版の第２学年生活科教科
書の「おもちゃ作り」の内容を調査・分析
し，「おもちゃ作り」を通した自然の不思
議さへの気付きと身近なものを使った遊
びの工夫について考察した。 
 
Ⅱ．方法 
１．学習指導要領の調査  
小学校学習指導要領生活科及び第１,２
学年理科における「おもちゃ作り」に関連
する領域の内容の変遷を調査した。 
対象：昭和 22 年試案，昭和 27 年試案，
昭和 33 年改訂，昭和 43 年改訂，昭和 52
年改訂の各学習指導要領理科第１,２学
年の「おもちゃ作り」に関連する領域の
内容。平成元年改訂，平成 10 年改訂，
平成 20 年改訂の小学校学習指導要領生
活科における「おもちゃ作り」に関連す
る領域の内容（文部省，1947；1952；  
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1958；1968；1977；1989；1998；1999，文部
科学省，2005；2008）。 
 
２．「おもちゃ作り」に関連する教科書の調査 
対象：生活科教科書；平成 27 年度版（平成 20
年改訂，[H27]），平成23年度版（平成20年
改訂，[H23]） 
以上，第２学年全８社（DN, TS, KR, KS, GT, 
SK，NB，MT），計16冊。 
理科教科書；昭和61年度版（昭和52年改訂，
[S61]），昭和49年度版（昭和43年改訂，[S49]），
昭和40年度版（昭和33年改訂，[S40]） 
以上，第１学年，第２学年（DN, TS, KR），
計18冊。 合計34冊。 
調査内容：「おもちゃ作り」に関連する単元内容 
方法：学習指導要領の「内容」及び「内容の取り
扱い」に従い，教科書の記述を調査・分析した。 
 
Ⅲ．結果と考察 
１．学習指導要領の改訂と内容の変遷 
表１は，小学校学習指導要領の内容の変遷を
まとめたものである。 
昭和 22 年試案：生活単元･問題解決学習と呼
ばれた。第１学年理科の「機械と道具のはたらき」
には，「身辺にある機械･道具について，その構
造・機能を理解し，これに慣れ親しみ，すすんで
改良の工夫をする態度を養う」と記載され，磁石
でいろいろなものを引きつけて遊ぶ例が示され
ており，第２学年では，磁石の他に，レンズで日
光を集めて黒い紙を焼く例が示されていた。 
昭和27年試案：昭和22年試案と同様に生活
単元・問題解決学習と呼ばれた。第１学年理科に
「おもちゃや簡単な道具のはたらきに興味をも
って使う」，第２学年には「おもちゃなどのしく
みや動かし方に興味をもつ」と記され，共に機械
や道具の役に立っていることを知り，道具を大
切に使うよう示されていた。 
昭和33年改訂：系統学習に移行した。現行の
第２学年生活科「おもちゃ作り」で扱われている
内容が，第１学年，第２学年理科で扱われるよう
になった。第１学年では，「風で動くおもちゃ，
はねの飛び方，噴水の上がり方，鏡や磁石のはた
らき」などが扱われ，第２学年では，「水車の回
り方，こまの回り方，やじろべえのつり合い，落
下傘の飛び方」などが扱われていた。 
昭和43年改訂：教育の現代化が謳われた。第１
学年では「砂車の回り方，シーソーの傾き（現行
第３学年：物と重さ）」，「磁石（現行第３学年：
磁石の性質）」など，第２学年では，「水車，風車
（現行第３学年：風やゴムの働き），やじろべえ
の立ち方と重りのはたらき」等を学習していた。 
昭和52年改訂：ゆとりと充実をキャッチフレ
ーズとした。第１学年理科では「動くおもちゃ」
が扱われ，工夫して作ったり動かしたりさせな
がら，「風，ゴム，磁石のはたらきに気付かせる」
よう示されていた。第２学年理科では「おもりで
動くおもちゃ」が扱われ，「おもりの重さ，付け
方などによって，動きに違いがあることに気付
かせる」よう示されていた。 
 平成元年改訂：生活科が新設された。第１学年
内容(4)は「土，砂などで遊んだり，草花や木の
実など身近にあるもので遊びに使うものを作っ
たりして」，第２学年内容(4)は「身の回りにある
自然の材料などを用いて遊びや生活に使うもの
を作り」と記され，共に，「みんなで遊びなどを
工夫することができるようにする」と示されて
おり，「遊び」に重点が置かれたことがわかる。
ただし，具体的な活動や体験については記載さ
れていない。 
平成10年改訂：生きる力の育成を柱とし，生
活科の基本方針で「知的な気付きの重視」が提言
された。第１,２学年の目標及び内容は統一され，
内容(6)に「身の回りの自然を利用したり，身近
にある物を使ったりなどして遊びを工夫し，み
んなで遊びを楽しむことができるようにする」
と記され，「自然の利用」が示された。 
平成20年改訂：生活科での気付きの質を高め
る指導や，自然の不思議さや面白さを実感する
学習活動が提言された。第１,２学年では，内容 
(6)「自然や物を使った遊び」に「身近な自然を
利用したり，身近にある物を使ったりなどして，
遊びや遊びに使う物を工夫してつくり，その面
白さや自然の不思議さに気付き，みんなで遊び
を楽しむことができるようにする」と記された。 
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 表１　小学校学習指導要領における 「おもちゃ作り」 に関わる内容の変遷
発行 ・ 告示
年 （西暦）
学年
内 容
昭和22年
試案
（理科）
1
単元四　機械と道具のはたらき　身辺にある機械 ・ 道具について， その構造 ・ 機能を理解し，
これに慣れ親しみ， すすんで改良の工夫をする態度を養う． １， 磁石でいろいろなものを引きつ
けて遊ぶ． ２， キビガラ ・ ヤマブキのしんで作った豆人形の足に， ブリキ板の小片をはりつけ，
画用紙にのせ， 下から磁石をあてがってすもうをとらせる遊びをする．
2
単元四　機械と道具のはたらき　児童の身辺にある機械 ・ 道具についてその構造 ・ 機能を理解
するとともに， これに慣れ親しみ， その取り扱いを身につけ， すすんで改良の工夫考案をする態
度を養う． ２， レンズで日光を集めて黒い紙を焼いてみる． 　５， 磁石 ( 棒磁石 ・ 馬てい形磁石 )
でいろいろな物をひきつけてみる． 金物の中にもくっつくものとくっつかないもののあるのを調べる．
昭和27年
試案
（理科）
1
５． ａ． おもちゃや簡単な道具のはたらきに興味をもって使う． ｂ． 身近にある機械や道具が役
にたっていることに気がつく．
2
５． ａ． おもちゃなどのしくみや動かし方に興味をもつ． ｂ． 簡単な道具のはたらきやしくみを知っ
てたいせつにし， 使うことができる． ｃ． 身近にある機械や道具の役にたっていることがわかる．
昭和33年
改訂
（理科）
1
（３） おもちゃや身近にある道具で遊び， それらの使い方や作り方をくふうし， 簡単な事実に気づ
くように導く． ア　風で動くおもちゃを調ベる． イ　はねの飛び方を調べる． ウ　噴水の水の上がり
方を調べる． エ　影のでき方を調べる． オ　鏡のはたらきに関心をもつ． カ　氷のはっている様
子や氷の性質に関心をもつ． キ　磁石のはたらきに関心をもつ．
2
（３） 身近にある簡単な道具やおもちゃなどでいろいろくふうして遊び， これに関連した自然科学
的な事実に気づくように導く．  ア　水車の回り方を調べる． イ　物の浮き沈みに関心をもつ． ウ　
こまの回り方を調べる． エ　やじろべえのつりあいを調べる． オ　落下さんの飛び方を調べる． カ　
ゴム風船やボールなどで， 空気のはたらきに関心をもつ． キ　音の出方に関心をもつ． ク　せっ
けんの溶け方やシャボン玉のでき方を調べる．
昭和43年
改訂
（理科）
1
Ｂ　物質とエネルギー  （１） 花や実などに含まれている汁 （しる） の性質を理解させる．（２） 物
には， かさと重さがあり， 大小， 軽重の違いがあることを理解させる （ 砂車， シーソー）．（３） 磁
石が物を引きつけることを理解させる．（４） 日光による影のでき方を理解させる．
2
Ｂ　物質とエネルギー　（１） 物には， 水に溶けるものがあることを理解させる （せっけん， 物）．
（２） 空気のあることを理解させる．（３） 流水や風で車を回すことができることを理解させる．（４）
やじろべえの立ち方から， おもりのはたらきを理解させる．（５） 豆電球を点燈させる回路や， 電
気を通す物のあることを理解させる．（６） 音が聞こえているときは， 音を出している物が震えてい
ることや， その震えが物を伝わることを理解させる．
昭和52年
改訂
（理科）
1
（４） 動くおもちゃを工夫して作ったり動かしたりさせながら， 風， ゴムなどのはたらきに気付かせ
る．  （５） 磁石を使った活動を工夫させながら， 磁石に付く物と付かない物とがあること及び磁石
のはたらきに気付かせる．
2
（４） 空気を入れ物の中に閉じ込めたり， 水の中に入れたりさせながら， 身の回りには空気があ
ることに気付かせる．（５） おもりで動くおもちゃを工夫して作ったり動かしたりさせながら， おもりの
重さ， 付け方などによって， 動きに違いがあることに気付かせる．（６） 乾電池に豆電球， 導線な
どをつないで点燈したり， それらを使った活動を工夫したりさせながら， 豆電球が点燈するつなぎ
方及び電気を通す物と通さない物とがあることに気付かせる．（７） いろいろな物を使って音を出
したり伝えたりさせながら， 音が出ている物は震えていること及び糸などは音を伝えることに気付
かせる．
平成元年
改訂
1
（４） 土， 砂などで遊んだり， 草花や木の実など身近にあるもので遊びに使うものを作ったりして，
みんなで遊びを工夫することができるようにする．
2
（４） 身の回りにある自然の材料などを用いて遊びや生活に使うものを作り， みんなで遊びなどを
工夫することができるようにする．
 平成10年
改訂
1, 2
（６） 身の回りの自然を利用したり， 身近にある物を使ったりなどして遊びを工夫し， みんなで遊
びを楽しむことができるようにする．
平成20年
改訂
1, 2
（６） 身近な自然を利用したり， 身近にある物を使ったりなどして， 遊びや遊びに使う物を工夫し
てつくり， その面白さや自然の不思議さに気付き， みんなで遊びを楽しむことができるようにする．
平成29年
公示
1, 2
（６） 身近な自然を利用したり， 身近にある物を使ったりするなどして遊ぶ活動を通して， 遊びや
遊びに使う物を工夫してつくることができ， その面白さや自然の不思議さに気付くとともに， みん
なと楽しみながら遊びを創り出そうとする．
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平成29年公示：資質･能力の三つの柱を中心に
据えた教育課程が示された。内容(6)は，「身近な
自然を利用したり，身近にある物を使ったりする
などして遊ぶ活動を通して，・・・遊びを創り出そ
うとする」となり，「使ったりなどして」が「使っ
たりするなどして遊ぶ活動を通して」になり，体
験活動を一層重視したものになった。 
 
２．低学年理科「動くおもちゃ」との比較 
表２は，昭和33，43，52年各改訂及び平成20
年改訂の学習指導要領に基づく教科書３社の内
容をまとめた。なお，低学年理科との比較のため，
「動くおもちゃ」の単元に限定をした。 
１）単元名，ページ数 
昭和33年改訂の学習指導要領に基づく昭和40
年度版第１,２学年理科教科書（[S40]，他の年度も
同様に記載）の単元名は「かざぐるま」や「やじ
ろべえ」などおもちゃの名称がそのまま使われ，
第１,２学年合計12～20ページであった。昭和43
年改訂の[S49]の単元名は[S40]と同様おもちゃの
名称が使われていたが，ページ数は合計 20～22
ページに増えていた。昭和52年改訂の[S61]では
単元名が「かぜでうごかそう」や「うごくおもち
ゃをつくろう」など活動が含まれるようになった。
ページ数は12～16ページであった。 
[H27] と[H23]の生活科については，次節参照。  
２）動くおもちゃの例 
低学年理科では風やゴムを使った例のほか重
りを使った動くおもちゃの例が挙げられていた。
一方，生活科では第３学年理科につながる風やゴ
ムを使った例が多いが，重りを使った例もあった。 
３）安全性や環境 
低学年理科教科書には，安全性や環境に配慮し
た記述はほとんどなかった。なお，当時も高学年
では安全性の記述がみられた（松原･岩間，2017）。 
 
３．生活科教科書における「おもちゃ作り」 
表３－１～２は，平成 20 年改訂の小学校学習
指導要領に基づく第２学年生活科教科書８社の
「おもちゃ作り」の内容を，平成27年度版（[H27]，
現行教科書）と平成 23 年度版 （[H23]，旧教科
書）を比較し，まとめたものである。 
１）単元名，ページ数（項目１，６） 
単元のページ数は，[H27]は２～22ページ（平
均13.3ページ），[H23]は２～20ページ（平均12.3
ページ）で，２社でページ数が増えていた。 
「おもちゃ作り」に関連する単元の単元名は
「はっけん くふう おもちゃ作り」「つくって た
めして」などで，６社では新旧で変わりなかった
が，１社では「あそび大好き あつまれ！」が「つ
くろう あそぼう くふうしよう」に変わり，「く
ふう」が入り，単元名に「くふう」を入れた教科
書は[H27]３社，[H23]２社で１社増えた。また，
「あそび」「あそぼう」などを入れた教科書は新旧
共に４社であった。 
２）おもちゃ作り（項目２） 
「おもちゃ作り」では，８社中６社で作り方を
記載，身近な材料として「牛乳パック，紙コップ，
ペットボトル，竹ひご，ゴム，磁石」などを挙げ
ていた。作品例は，[H27]は４～20種類（平均11.5
種類），[H23]は４～21種類（平均11.1種類）で，
掲載数は各社で異なり，新旧で大差はなかった。 
作品例では，風，空気を利用した「ウィングカ
ー，パラシュート，風車」や，ゴムを利用した「車，
ぴょんガエル，ロケット」，音を利用した「糸で
んわ，ギター，マラカス」などを挙げていた。ま
た，磁石や光（鏡），重り，水を利用した例など
が挙げられていた。なお，[H23]の１社で挙げてい
た「カンカンレース」は削除されており，空き缶
に穴をあけゴムを通す作業が，低学年児童にとっ
て困難なことが要因の一つと考えられる。 
３）安全性，環境に関する記述（項目４，５） 
安全性に関する「どうぐは気をつけてつかおう」
などの記述は，[H27]は１～３（平均1.6），[H23]
は０～２（平均1.0）でわずかに増えており，[H27]
では全社に記述が見られ，うち４社では巻末資料
などでの扱いであった。ペットボトルに穴をあけ
る作業などの折には十分注意が必要であろう。 
環境に配慮する「できるだけごみを少なくしよ
う」「ごみは分けてすてよう」「リサイクルしよう」
などの記述は，[H27]が６社（平均0.8），[H23]は
５社（平均0.6）で１社増えていた。 
これらの記述は，児童の安全や環境に対する考
えを醸成するため，重要であると考えられる。 
生活科における身近なものを使った遊びの工夫──第２学年「おもちゃ作り」──
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㻿
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㻿
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㻿
㻟㻟
㻴
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㻴
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㻿
㻡㻞
㻿
㻠㻟
㻿
㻟㻟
は
っ
け
ん
く
ふ
う
 お
も
ち
ゃ
作
り
は
っ
け
ん
く
ふ
う
 お
も
ち
ゃ
作
り
１
年
：か
ぜ
で
う
ご
か
そ
う
，
ご
む
で
う
ご
か
そ
う
２
年
：う
ご
く
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
ろ
う
１
年
：す
な
ぐ
る
ま
と
し
い
そ
う
２
年
：水
ぐ
る
ま
と
か
ざ
ぐ
る
ま
，
や
じ
ろ
べ
え
１
年
：か
ざ
ぐ
る
ま
，
は
ね ２
年
：ら
っ
か
さ
ん
，
や
じ
ろ
べ
え
，
こ
ま
う
ご
く
 う
ご
く
 わ
た
し
の
 お
も
ち
ゃ
う
ご
く
 う
ご
く
 わ
た
し
の
 お
も
ち
ゃ
１
年
：ご
む
２
年
：お
も
り
で
う
ご
く
お
も
ち
ゃ
１
年
：し
い
そ
う
と
す
な
ぐ
る
ま
２
年
：水
車
と
風
車
，
や
じ
ろ
べ
え
１
年
：は
ね
，
か
ざ
ぐ
る
ま
２
年
：こ
ま
，
や
じ
ろ
べ
え
，
ら
っ
か
さ
ん
つ
く
ろ
う
あ
そ
ぼ
う
く
ふ
う
し
よ
う
あ
そ
び
 大
す
き
 あ
つ
ま
れ
！
１
年
：う
ご
く
　
お
も
ち
ゃ
を
　
つ
く
ろ
う
２
年
：お
も
り
で
う
ご
く
お
も
ち
ゃ
１
年
：す
な
ぐ
る
ま
２
年
：水
車
，
か
ざ
車
，
や
じ
ろ
べ
え
１
年
：か
ざ
ぐ
る
ま
，
は
ね
あ
そ
び
２
年
：ら
っ
か
さ
ん
，
や
じ
ろ
べ
え
，
こ
ま
㻟
㻟
1年
 ５
㻝
１
，
１
年
 ３
㻟
㻟
㻜
１
年
 １
１
，
１
年
 ３
㻤
㻥
１
年
 １
㻝
１
，
１
年
 ６
㻟
㻞
１
年
 ３
㻜
㻜
㻠
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１
年
 ５
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年
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㻜
㻜
㻜
㻜
㻝
㻝
㻜
㻜
㻜
㻝
㻝
㻜
㻜
㻜
上
（１
年
）
㻙
㻙
㻤
㻢
㻢
㻙
㻙
㻢
㻤
㻤
㻙
㻙
㻢
㻢
㻠
下
(２
年
）
㻝㻞
㻝㻞
㻢
㻝㻢
㻤
㻝㻜
㻝㻜
㻝㻜
㻝㻠
㻝㻞
10
＋
4㻖
㻖
10
＋
4㻖
㻖
㻢
㻝㻠
㻤
上
（１
年
）
㻝㻟
㻟
㻝㻟
㻡
㻢㻠
㻢㻠
㻢㻠
㻝㻝
㻣
㻝㻝
㻣
㻢㻠
㻢㻤
㻣㻠
㻝㻟
㻟
㻝㻝
㻡
㻢㻠
㻢㻠
㻢㻤
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㻝
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㻿
出
版
社
記 述 ペ ー ジ 数 注
） 
出
版
社
名
：D
N
, T
S
, K
R
．
 出
版
年
：H
27
：平
成
27
年
度
版
，
H
23
：平
成
23
年
度
版
，
S
55
：昭
和
55
年
度
版
，
S
49
：昭
和
49
年
度
版
，
 S
40
：昭
和
40
年
度
版
教
科
書
．
  
単
元
名
：-
は
該
当
無
し
を
示
す
．
　
　
*：
お
も
ち
ゃ
の
例
は
「動
く
お
も
ち
ゃ
」の
み
を
記
載
．
数
字
は
第
２
学
年
で
の
数
．
第
１
学
年
で
の
扱
い
の
数
は
「１
年
」と
記
載
．
　
 *
*：
巻
末
資
料
や
別
冊
資
料
な
ど
，
単
元
外
に
記
載
が
あ
る
場
合
．
教 科 書単 元
環
境
安
全水
記
載
数
単
元
名
出
版
年
学
習
指
導
要
領
改
訂
年
風
，
空
気
㻖 お も ち ゃ の 例
ゴ
ム
お
も
り
 表
２
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科
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け
る
「お
も
ち
ゃ
作
り
」
に
関
連
す
る
内
容
の
変
遷
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㻴㻞㻣 㻴㻞㻟 㻴㻞㻣 㻴㻞㻟 㻴㻞㻣 㻴㻞㻟 㻴㻞㻣 㻴㻞㻟
㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜
㻝 はっけん くふうおもちゃ作り
はっけん くふう
おもちゃ作り
うごく うごく わた
しの おもちゃ
うごく うごく わた
しの おもちゃ
つくろう あそぼう
くふうしよう
あそび 大すき あ
つまれ！ 作って ためして 作って ためして
厚紙，紙コップ，ゴ
ム，発泡スチロー
ル容器，ストロー，
紙粘土，ダンボー
ル，糸，ゼムクリッ
プ，クリップ，割り
箸，磁石，輪ゴム，
プラスチック容器，
アルミ箔，空き缶，
風船，はさみ，ビ
ニールテープ，セ
ロハンテープ，接
着剤，うちわ
厚紙，紙コップ，ゴ
ム，発泡スチロー
ル容器，ストロー，
紙粘土，ダンボー
ル，糸，ゼムクリッ
プ，クリップ，割り
箸，磁石，輪ゴム，
プラスチック容器，
アルミ箔，空き缶，
風船，はさみ，ビ
ニールテープ，セ
ロハンテープ，接
着剤，うちわ
厚紙，紙コップ，ゴ
ム，発泡スチロー
ル容器，ストロー，
紙粘土，ダンボー
ル，糸，ゼムクリッ
プ，クリップ，割り
箸，磁石，輪ゴム，
プラスチック容器，
アルミ箔，空き缶，
風船，ペットボトル
のふた，重り（乾電
池，ビー玉），かさ
を入れるビニール
袋，はさみ，ビニー
ルテープ，セロハ
ンテープ，接着
剤，かるこ，きり
厚紙，紙コップ，ゴ
ム，発泡スチロー
ル容器，ストロー，
紙粘土，ダンボー
ル，糸，ゼムクリッ
プ，クリップ，割り
箸，磁石，輪ゴム，
プラスチック容器，
アルミ箔，空き缶，
風船，ペットボトル
のふた，重り（乾電
池，ビー玉），かさ
を入れるビニール
袋，はさみ，ビニー
ルテープ，セロハ
ンテープ，接着
剤，かるこ，きり
牛乳パック，ペット
ボトルのふた，だ
んボール，セロハ
ンテープ，スト
ロー，竹ひご，うち
わ，トレー，ふうせ
ん，紙ざら，ビニル
テープ，たこ糸，
ラップフィルム，粘
土，ビニル袋，折り
紙，ゴム手袋，マヨ
ネーズ容器，きり，
たこ糸，磁石，ゼ
ムクリップ，糸，画
用紙，ビー玉，厚
紙，紙コップ，乾電
池，箱
ポリ袋，牛乳パッ
ク，ペットボトルのふ
た，だんボール，セ
ロハンテープ，スト
ロー，竹ひご，うち
わ，トレー，ふうせ
ん，紙ざら，ビニル
テープ，たこ糸，ラッ
プフィルム，粘土，
ビニル袋，折り紙，
ゴム手袋，マヨネー
ズ容器，きり，たこ
糸，磁石，ゼムク
リップ，糸，画用紙，
ビー玉，厚紙，紙
コップ，乾電池，箱
牛乳パック，きり，
カッター，厚紙，紙
コップ，折り紙，ス
トロー，ゼムクリッ
プ，はさみ，磁石，
糸，棒，トイレット
ペーパーのしん，
割り箸，輪ゴム，ビ
ニル袋，粘土，カッ
プめん容器，プリ
ンカップ容器
牛乳パック，きり，
カッター，厚紙，紙
コップ，プラスチッ
クカップ，折り紙，
ストロー，ゼムク
リップ，はさみ，磁
石，糸，棒，トイ
レットペーパーのし
ん，割り箸，輪ゴ
ム，ビニル袋，粘
土，カップめん容
器，プリンカップ容
器
風，空気
紙トンボ，だん
ボールほう，シー
デーケースの車
紙トンボ，だん
ボールほう，シー
デーケースの車
ヨットカー，ふくろロ
ケット，ロケット ポ
ン
ヨットカー，ふくろロ
ケット，ロケット ポ
ン
ウイングカー，
ジェットカ―，空気
ほう，紙ざらユー
フォー，パラシュー
ト，ふくろロケット，
ふうせんロケット，
紙ひこうき
ぐにゃぐにゃだこ，
ウイングカー，ジェッ
トカ―，空気ほう，
紙ざらユーフォー，
パラシュート，ふくろ
ロケット，ふうせんロ
ケット，紙ひこうき
ほかけ車，パラ
シュート
パタパタぐるま，
ヒューンロケット
ゴム
ゴムロケット，コト
コト車，ピョンピョン
ガエル
コトコト人形，ピョ
ンピョンガエル
パッチンガエル，ト
コトコカメ，ピョンウ
サギ，びっくりばこ
パッチンガエル，ト
コトコカメ，ピョンウ
サギ，びっくりば
こ，ゴムまき車
ジャンプがえる，コ
トコト車，レーシン
グカー
ジャンプがえる，コト
コト車，レーシング
カー
ロケット，かたこと
車，ぴょんガエル
ビュンビュンジャン
プ
音
糸電話，かいじゅ
うスピーカー，ギ
ロ，ふうせん電話，
ペットボトルマラカ
ス，かんぶえ
糸電話，かいじゅ
うスピーカー，ギ
ロ，ふうせん電話，
ペットボトルマラカ
ス，かんぶえ
磁石 じしゃくで魚つり
フワフワ人形，じ
しゃくで魚つり
魚つり
魚つり，ひらひら
ちょうちょう
魚つり，ひらひら
ちょうちょう
魚つり ボートレース
光（鏡など） まんげきょう まんげきょう
重り グラグラ グラグラ ころころ ころん ころころ ころん
ころりんうさぎ，コト
コトねずみ
ころりんうさぎ，コト
コトねずみ
さか道ごろごろ ゴロゴロぐるま
水
ペットボトル船，牛
にゅうパック船，手
ぶくろおばけ，水
でっぽう
ペットボトル船，牛
にゅうパック船，手
ぶくろおばけ，水
でっぽう
その他 ジェットカ― 木のぼりおさる 木のぼりおさる
㻝㻢 㻝㻡 㻥 㻝㻜 㻞㻜 㻞㻝 㻢 㻢
㻞 㻞 㻞 㻞 㻟 㻠 㻡 㻢
㻟 㻟 㻠 㻠 㻟 㻞 㻠 㻞
㻡 㻡 㻢 㻢 㻢 㻢 㻥 㻤
× ×
単元外：あんぜ
んに気をつけて
つかおう．
単元外：あんぜ
んに気をつけて
つかおう．
単元外：切る道
ぐやあなをあけ
る道ぐは大人と
いっしょにつあ
い，けがにちゅう
いする．
単元外：おとなの人
といっしょにする．手
にささらないように
気をつける．つくえ
をきずつけないよう
に，下にゴムのいた
などをしく．
作っているとき
は：道ぐをもって
あるかない．おも
ちゃを人に当て
ない．
×
単元外：せっちゃく
ざいは，手につか
ないようにする．に
おいにちゅういして
つかう．
あぶない！人に
むけてとばすの
はやめよう．
× × ×
単元外：道ろなど
の車が通るところ
や，人がたくさんい
るところではあそ
ばない．とばすお
もちゃは電線のそ
ばではとばさな
い．
単元外：どうろなど
の人や車が通るとこ
ろではあそばない．
とばすおもちゃはで
んせんのそばでは
とばさない．
人のいるところ
にむけてとばさ
ないでね．
×
㻝 㻜 㻝 㻝 㻟 㻞 㻞 㻜
× ×
単元外：ごみを
分ける．できるだ
けごみを少なくし
よう．
単元外：ごみは
分けてすてる．
できるだけごみ
を少なくしよう．
単元外：リサイク
ルのために分け
て出そう
単元外：ごみはわ
けてすてるよ
くりかえしつかえ
るようにしよう（リ
サイクル）
×
㻜 㻜 㻝 㻝 㻝 㻝 㻝 㻜
単元 㻝㻞 㻝㻞 㻝㻜 㻝㻜 10＋4* 10＋4* 㻝㻜 㻝㻜
教科書 㻝㻞㻥 㻝㻟㻟 㻝㻞㻝 㻝㻝㻟 㻝㻞㻡 㻝㻜㻜 㻝㻝㻠 㻥㻤
表３－１　小学校生活科第２学年「おもちゃ作り」
材料，器具
㻠
記載数
㻢
環境
記載数
㻡
Bの記載数
合計
㼀㻿 㻷㻾
Aの記載数
作り方
遊び方
記載数
項目
㻞
㻟
注）H27：平成27年度版，H23：平成23年度版教科書．　DN, TS, KR, KS, GT, SK, NB, MT：出版社名．　○：記述有り．×：記述無し，　△：説明無し．
　　A：遊びの面白さ，自然の不思議さへの気付き，B：遊びの工夫など，気付きの質の高まり． *：巻末資料，別冊資料など．単元外に記載がある場合．
㻷㻿㻰㻺
お
も
ち
ゃ
作
り
お
も
ち
ゃ
の
例
気
付
き
ページ
数
安
全
単元名
教科書の出版年
学習指導要領改訂年
 — 学校生活科第２学年 「おもちゃ作り」
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㻴㻞㻣 㻴㻞㻟 㻴㻞㻣 㻴㻞㻟 㻴㻞㻣 㻴㻞㻟 㻴㻞㻣 㻴㻞㻟
㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜 㻴㻞㻜
㻝 作って あそぼう つくって あそぼう てづくりおもちゃ てづくりおもちゃ あそびの たつ人あつまれ
つくってワクワク
あそんでワイワイ
あそんでためし
てくふうして
あそんでためし
てくふうして
ペットボトル，ペット
ボトルのふた，竹
ぐし，セロハンテー
プ，きり，ストロー，
牛乳パック，ゼムク
リップ，割り箸，輪
ゴム，厚紙，紙皿，
紙コップ，カッ
ター，カップめん容
器，乾電池，くぎ，
金づち，新聞紙，
ビニール袋，ラップ
のしん，針金，アル
ミ箔，たこ糸，ト
レー
ペットボトル，ペット
ボトルのふた，竹
ぐし，セロハンテー
プ，きり，ストロー，
牛乳パック，ゼムク
リップ，割り箸，輪
ゴム，厚紙，紙皿，
紙コップ，カッ
ター，カップめん容
器，乾電池，くぎ，
金づち，新聞紙，
ビニール袋，ラップ
のしん，針金，アル
ミ箔，たこ糸，ト
レー
作り方の記載なし 作り方の記載なし
ペットボトル，ペットボ
トルのふた，牛乳パッ
ク，竹ひご，スト
ロー，片面だんボー
ル，きり，板，トレイ，
接着剤，つつがたの
空き箱，輪ゴム，，
カッター，はさみ，セ
ロハンテープ，アルミ
ホイルのしん，木の
枝，磁石，たこ糸，目
玉クリップ，クリップ，
ビニルテープ，紙皿，
紙コップ，木の実，落
ち葉，ビニル袋，箱，
ポリ袋，糸，乾電池，
画用紙，ビー玉，押し
ピン，楊枝，ガムテー
プのしん，ドングリ
ペットボトル，ペット
ボトルのふた，竹
ひご，ストロー，片
面だんボール，き
り，接着剤，牛乳
パック，折り紙，
箱，輪ゴム，棒
作り方の記載なし 作り方の記載なし
風，空気
すいすいカー，ロ
ケット２ごう，ぷか
ぷかボール，ブー
メラン，
レーシングカー，
ブーメラン，プカプ
カボール
くうきでっぽう，パ
ラシュート，かざぐ
るま，紙ひこうき，
紙とんぼ，
くうきでっぽう，パ
ラシュート，かざぐ
るま，紙ひこうき，
紙とんぼ，
レーシングカー，は
こからニョキニョ
キ，とび出せパラ
シュート，紙ヘリコ
プター
かみひこうき，ブー
メラン
ぱたぱた車レース ごじまん車レース
ゴム
びゅんびゅんカー，
コトコト車，ストロー
アーチェリー，ロ
ケット１ごう，びっく
りカエル
カンカンレース，コ
トコトハムスター，
ロケット，ストロー
アーチェリー，びっ
くりカエル
ロケット， ロケット，
キラキラロケット，
とびはねるコイ，ト
コトコハムスター
どこまでジャンプ どこまでジャンプ
音 ギター ギター 糸でんわ 糸でんわ
ギター，マラカス，
こと，ギロ，
磁石 わいわい魚つり
じしゃくでおにごっ
こ
じしゃくでさんぽ
光（鏡など）
重り
ころりん，ジャンプ
でポン
ころりん おいもころころ ゆらゆらにんぎょう ゆらゆらにんぎょう
水 ふね ふね すいすいカエル
その他
レーシングカー，ブ
ンブンごま
ブンブンごま，たこ
たこあがれ
糸車，トントンずも
う
糸車，トントンずも
う
すりこぎトンボ，ド
ングリジャンプ
じどう車，ガラガラ
ボーリング，みんなの
おしろ，きょ大めいろ
㻝㻡 㻝㻟 㻝㻜 㻝㻜 㻝㻞 㻝㻜 㻠 㻠
㻟 㻠 㻜 㻜 㻠 㻟 㻡 㻠
㻞 㻞 㻜 㻜 㻢 㻡 㻟 㻟
㻡 㻢 㻜 㻜 㻝㻜 㻤 㻤 㻣
どうぐは気をつけ
てつかおうね．
どうぐは気をつけ
てつかおうね． × ×
単元外：ようぐをつ
かってみよう（はさ
み，カッターナイフ，
パンチ，だんボール
カッター，せんまいど
おし，のこぎり，ほう
ちょう，小刀，くぎぬ
き，金づち）
単元外：ようぐのつ
かい方（カッターナ
イフ，円回しのこぎ
り，ほうちょう，のこ
ぎり，せんまいどお
し，金づち，くぎぬ
き，小刀）
どうぐをつかうと
きは気をつけよう
どうぐをつかうと
きは気をつけよう
単元外：道ぐのつ
かい方（はさみ，
カッター，きり，せ
んまいどおし）
おもちゃをうごか
すときは，人にぶ
つからないように
ちゅういしよう．
おもちゃをうごか
すときは，人にぶ
つからないように
ちゅういしよう．
人にむけない． 人にむけない． × × × ×
㻟 㻞 㻝 㻝 㻝 㻝 㻝 㻝
単元外：ごみは
分けてすてよう．
あまったざいりょ
うは，きちんとわ
けてすてようね．
単元外：かんきょ
うをまもるくふう
（リサイクルしよ
う）
単元外：ごみへ
らし大さくせん
ごみは分けてす
てよう
あとかたづけも
みんなでしよう．
あとかたづけも
みんなでやろう．
㻝 㻝 㻜 㻜 㻝 㻝 㻝 㻝
単元 㻞㻜 㻝㻤 㻞 㻞 㻞㻞 㻝㻢 㻞㻜 㻞㻜
教科書 㻝㻞㻤 㻝㻝㻣 㻝㻜㻜 㻝㻞㻠 㻝㻟㻞 㻝㻜㻤 㻝㻜㻠 㻝㻜㻠
注）H27：平成27年度版，H23：平成23年度版教科書．　DN, TS, KR, KS, GT, SK，NB，MT：出版社名．　○：記述有り．×：記述無し，　△：説明無し．
　　A：遊びの面白さ，自然の不思議さへの気付き，　B：遊びの工夫など，気付きの質の高まり． *：巻末資料，別冊資料など．単元外に記載がある場合．
教科書の出版年
学習指導要領改訂年
単元名
材料，器具
㻞
お
も
ち
ゃ
作
り
お
も
ち
ゃ
の
例
㻟
㻠
㻡
㻢
記載数
Aの記載数
Bの記載数
合計
ページ
数
気
付
き
表３－２　小学校生活科第２学年「おもちゃ作り」
項目 㻳㼀 㻿㻷 㻺㻮 㻹㼀
環境
記載数
安
全
作り方
遊び方
記載数
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４）気付きを促す問いかけ，語りかけ（項目３） 
生活科では新設当時から，「気付き」が大切にされ
てきた。表中Aの「遊びの面白さ，自然の不思議さ
に対する気付き」を促す，「どんな遊びができるかな」
「おもちゃを作ってみよう」などの問いかけや語り
かけは， [H27]が０～５（平均 3.0），[H23]は０～
６（平均 3.1）であった。また，表中B の「遊びの
工夫など，気付きの質の高まり」を促す，「どうした
らもっとうごくかな」「あそび方をくふうしよう」な
どの問いかけや語りかけは，[H27]が０～６（平均
3.1），[H23]は０～５（平均2.6）で平均0.5増えて
いた。 
同じ学習指導要領に基づく現行と旧教科書で，自
然の不思議さに対する気付きについては変化がなか
ったが，遊びの工夫など，気付きの質を高める問い
かけや語りかけは幾分増えたことが認められる。 
 
Ⅳ．まとめ 
平成 20 年１月の中央教育審議会答申において，
生活科改善の基本指針の第２として，「気付きの質を
高め，活動や体験を一層充実するための学習活動を
重視する。また，科学的な見方･考え方の基礎を養う
観点から，自然の不思議さや面白さを実感する学習
活動を取り入れる」ことが提言された。 
それまでの生活科においても，自然事象を対象と
した学習活動は行われてきたが，行事などの活動が
中心で科学的な視点が欠如しているとする意見もあ
り，現行の平成20年改訂学習指導要領となった。 
 今回，現行の教科書と低学年理科時代の教科書を
比較した結果，動くおもちゃのページ数は教育の現
代化時代の[S49]に多いが，他の教科書と現行の教科
書にはさほど大きな違いは見られなかった。単元名
も[S61]から活動内容を示すようになり，現行も「お
もちゃ作り」がわかるような単元名となっていた。 
 また，自然の不思議さに対する気付きを促す問い
かけ等は単元の中で平均３回，遊びの工夫など気付
きの質を高める問いかけ等はこの４年間で平均 2.6
回から 3.1 回に増えており，気付きの質を高め，科
学的な見方･考え方の基礎を養うことに結び付けて
いく方向へと進んでいるものと考えられる。 
 平成 29 年３月公示の次期学習指導要領では，不
思議さに気付くことを知識及び技能の基礎，遊びを
工夫してつくることを思考力･判断力･表現力の基礎，
さらに「遊びを創り出そう」とする力を学びに向か
う力と位置付けている。教科書においても，さらな
る活動や体験の充実が求められるであろう。 
 
【注】 
１）活動を繰り返したり対象とのかかわりを深めたりする
活動や体験の充実こそが，気付きの質を高めていくこと
につながるとされている（文部科学省，小学校学習指
導要領解説，2008, p.48）．生活科の「気付き」に関し
ては，以下の報告がある（岩間・松原，2015；2016a）
また，理科に関しては，以下の報告がある（松原・
岩間，2016b） 
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